




「どんな風に家を建てたらいいのかわからない」というお話をよく聞きます。
それを聞き出して、形にするのはヴァニラリーフの仕事です。
施主から「キッチンは、きれいにしておくのが好きだ」と聞きました。
「いつもきれいに片付いているキッチンが理想なのだろう」最初はそんなふう
に考えていたのです。なんどかお会いして、趣味のお話、毎日の過ごし方など
をお聞きするうちに、「掃除をすることが好き」だとわかりました。だったら、
掃除は大変だけど、見た目も美しく、使いこなすうちに味のでる、小さな白い
タイルを一面にはめ込んだタイルキッチンがぴったりです。あれから3年。白
いタイルのキッチンはいつも綺麗に磨かれつつ、いい雰囲気になりました。
家は、建てたときがいちばんきれいで完璧なのではありません。家族が住み、
なじんでいく過程で、完成されていくものだと思います。

経年変化を楽しむ。それこそが「あこがれの家を創る」
ということだと思います。
すべての物は風化し、姿を変えていきます。しかしその
変化には美しさ、面白さがあります。それに気づくこと
は、きっと暮らす楽しさの発見につながると思います。
以前に建てたお宅に久しぶりに、お伺いしました。
外壁、建具、色んな物が数年の月日のなかで、とても良い感じになってきていました。染み一つなかった床も、壁も、真っ白だったタイルの目地も、
それなりになじんだ色合いになっていました。渋さが出てきた、という表現がぴったりです。
「建てた時よりも、今が好き」その言葉が示すのは、住む人と一緒に、家も、素材も成長してゆき、完成されていくということだと思います。

部分的な工事もしていただけますか？

見積もりをお願いする前にしておくことは？

はい。キッチンだけ、洗面所だけなど、一部のみのリフォームもご
相談ください。

Q.

Q.

Q.

新築でもリフォームでも、どこをどのようにしたいのかイメージ
してください。（キッチンを新しくしたい。リビングを広くしたい。
子供部屋を増やしたい。デザインをフレンチスタイルにしたい。
自然素材を使いたい。断熱住宅にしたい、等）具体的でなくても
かまいません。

お見積もりは、イメージをお聞きし、現地調査をさせていただい
たうえで、出しますが、ご予算に合わせたご提案もいたします。
相談するとき必要なものは、ご自分のイメージに近いもの、例え
ば、雑誌の切り抜き、使いたい素材のパンフレット等があれば、
わかりやすいと思います。

オーダーキッチン、輸入セミオーダーキッチン共食洗機を取付
た場合では、120万円から200万円くらいが目安になります。
でも、50万円台から250万円くらいまで仕様や機能によってさま
ざまなケースがあります。
浴室もユニットでなければ100万円くらいが目安になります。
洗面所は20万円から40万円くらい。こちらも仕様によって異なり
ます。ご希望のスタイルに合わせて、デザイン、素材（無垢材、石、
タイル等）選びから、ご提案します。

新築の場合、どれくらいの費用が必要ですか？Q.
自然素材、無垢の木等をふんだんに使って施行した場合、坪単
価60万円～70万円程度が目安になります。
でも、コストをかける場所にメリハリを利かせて、坪単価50万円
くらいで施行することも可能です。
仕様や、条件で費用も異なりますし、ご予算内でご提案すること
もできます。お気軽にご相談ください。

キッチンや浴室などをリフォームすると、
どのくらい費用がかかりますか？

ヴァニラリーフのQ & A

すきなこと







さまざまな工夫は素材の魅力を知ることから始まります。

惚れ込んだ素材、自然素材。使いたい素材はたくさんあります。でも、ただ使うだけでは施主が自慢できる空間は生まれません。

デザインが必要です。たとえばアンティーク煉瓦をスライスしたタイルを使う場合でも、壁全面に貼っては興ざめです。

古材の梁や白い珪藻土の壁など、他の素材との相性。重すぎずかわいすぎず、個性的であって居心地のいい空気感。

ポイントは素材の魅力を生かすデザインとバランスです。

タイルは雰囲気！　というのが私の持論です。
タイルはメンテナンスが大変だとか、目地がすぐよごれると言って敬遠
されがちですが、アレンジの仕方、貼り方でいろんな表情が出せます。
タイルと一口でいっても、その種類たるや無数にあります。そのなかで
も、釉薬をかけて焼き上げたタイルは魅力的です。たとえばグリーン
の釉薬をかけて焼き上げられたタイル。一つひとつ色が違います。
微妙に焼きむらがあるのです。それが最大の魅力かもしれません。
貼り合わせるとそれだけで何とも言えない空気感を漂わせてくれます。
こんなすてきな表情を見せてくれるなら、目地をきれいに掃除するく
らい平気だ、という施主にはお奨めしたい素材です。

経年変化による美しさと存在感を備えている素材。
古材は、よく乾燥しているので狂いませんし、長年使わ
れ、人に触られ、すすに燻されたりしているので、使わ
れてきた場所、木の種類によっていろんな表情があり
ます。民家に使われていた大きな梁や柱には、長年家
を支えてきた力強さが感じられます。

昔はどの村や町にも一件ぐらい鍛冶屋があって、調理金物から、農機具、建築金物ま
で、必要な物を作ってくれたり修理してくれていたと聞きました。
ヴァニラリーフでは、何人かの鍛造作家に、デザインを起こして作ってもらいます。鍛
造は一つひとつ鍛えて作るので、作家の手の温もりが強烈に伝わる個性の強いアイテム
です。同じデザインで同じサイズでも作家が変わるとまたイメージが違います。それが
面白いのです。
でも、工場で作るアイアン製品を使わないわけではありません。それどころか、よく使
うアイテムのひとつです。質が均一で、価格が手ごろなことが魅力です。たとえば、門扉
や大型ゲートなどは工場で作るアイアンが最適だと思います。
適材適所といいますが、まさに建築は適材適所を心得ることが大事だと思います。
たとえばコストコントロールやメンテナンスのしやすさからサッシのドアを使い、ドア
ノブの部分は鍛鉄を作家に依頼する。使い方を工夫すれば、適当なコストで、望みの
表情が作り出せると思うのです。






